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鉄系超伝導体における中性子散乱スペ ク トル
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以前我々 は 、 鉄ニ クタイ ド系超伝導体の 中性子散乱ス ペ ク トル にみ られるブロ
ー

ドな

hump 構造 が準粒子の 非弾性散乱を考慮する こ とによ り、符号反転の ない s＋ ＋ 波で 自然に

説明され る こ とを 示 した 。 ［1｝最近精度を上げた計算手法を開発 し 、 現実的な △ ＝＝　5meV

の計算を遂行 した とこ ろ △ ＝ 5meV の計算結果 も以前の 結果 （△ ＝ 50meV ）と同様 s± 波

では鋭い レゾナン ス ピー クが現れ、 s
＋＋ 波で ブロ ー ドな hump 構造が再現されるこ とが分

か っ た 。 発表で は永井 らの計算の問題点につ い て 指摘 し 、 q　＝ ＝（π ，
π ）の スペ ク トル で は s ±

波 と s＋＋波を区別で きない こ とを説明す る。 ［2］

　また、鉄砒素系超伝導体では超伝導状態の 状態密度におい て、特徴的な diFhump 構造

が観測され る 。 そ の起源は 未解明で あ る が 、 超伝導発現機構 との 密接な関係が示 唆さ れ

る 。 例 えば 、 銅酸化物高温超伝導体の dip−hump 構造は 、 超伝導ギャッ プの 符号反転に由

来する 「ス ピン揺らぎの レゾナ ンス ピー ク」 が起源で ある と考え られ てい る。 銅酸化物高

温超伝導体か らの 単純な類推か ら、 鉄砒素系超伝導体に おける dip−hump 構造は、ギャ ッ

プ関数におけ る符号反転の存在 （s± 波）を示唆す る としば しば考えられて い る。 しか し

なが ら、 鉄砒素系に おける不純物効果 ［3］や 中性子散乱ス ペ ク トル 国 の結果を考慮する

と、軌道揺 らぎに よる符号反転の ない s
＋＋ 波が発現 してい ると考え られ る 。 ［4］ そ こ で

我々 は軌道揺 らぎの コ ヒー レン ス 因子 がス ピン揺 らぎの もの とは異な り、符号反転の ない

ギャッ プ関数に よ っ て 増大するこ とに着 目 し 、
「軌道揺 らぎの レゾナン ス ピー

ク」 が s
＋＋

波の 場合に引き起こ され る こ とを予想 した。 また 、 実際に 5軌道 Hubbard−Holsteinモ デ

ル ［4］を用 い て計算 した結果 、 鉄砒素系超伝導体に おけ る dip−hump 構造が軌道揺らぎの

レゾナン ス ピー クに よ っ て 引き起 こされる とい うこ とを確認 した。
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